
        
　 
患者図書室「ほすぴたるひろば〜みんなの�
医療情報ＡからＺまで〜」を活用しよう

　患者図書室は病気や治療法などについて学び、調べ、
理解を深める手伝いをする場所です。病気や治療に関す
る解説や食事療法、栄養、検査、薬などに関する本、約
840冊（平成30年10月１日現在）を所蔵しています。
　資料は図書室内でのみ閲覧できますが、当院に入院中
の患者には１冊２日間の貸し出しを行っています。
場所／１号館１階連絡通路横
開室日／月〜金曜日　※祝日を除く。 
開室時間／入口掲示のカレンダーで確認してください。

 
　
�
地域と病院をつなぐ広報誌�
「こんにちは」冬号を発行しました

　地域の皆さんに病院や医療について知ってもらおうと
「こんにちは」冬号を発行しました。院内や市内の公共施
設に置いてあるほか、病院ホームページからも見ること
ができます。
内容／●病院長挨拶(野村幸博病院長)　●医療最前線

「膵
すい

臓
ぞう

の病気」(内科：志村謙次医師、外科：冨樫順一医師）
●やさしい医学講座「セカンドオピニオン」(副院長・総
合患者支援センター：齊藤陽久医師)　●かかりつけ医
を持ちましょう(海村医院本院：海村孝子先生)　●旭中
央病院の人財(上野聖視能訓練士、竹枝莉斗視能訓練士)
●アクティビティレポート（訪問看護室：椎名明美主任
看護師、熱田幸子看護師)

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

わずか40分で救える命
　血液は栄養や酸素の運搬、免疫など、人間の生命を
維持するために不可欠なものです。輸血は欠かすこと
ができない治療法で、血液を医療機関に安定的に届け
るためには、絶えず誰かの献血が必要です。
　献血にかかる時間は約40分。そのわずかな時間で
救える大切な命があります。
献血の種類
　献血には血液中の全ての成分を採血する全血献血

（400ml・200ml）と、特定の成分だけ採血する成分
献血があります。
　全血献血のうち、200ml献血は16歳以上、400ml
献血は男性が17歳以上、女性は18歳以上で体重が50
㎏以上の人がすることができます。
血液は足りている？
　国内で１日当たり、約3,000人が輸血を受けている
といわれています。献血者数は季節によって変動する

ため、一時的に血液が不足することや血液型が偏るこ
とがあります。冬から春先にかけては、風邪で体調を
崩す人が多いなど、特に献血者が減少します。
　献血している人の多くは50歳未満の人ですが、そ
の中で若い人の献血者数が減少しています。献血者が
減少する季節を迎え、特に若い人は積極的に献血しま
しょう。
薬を服用していると献血できないの？
　病気の種類や、薬の種類によって献血をできない場
合があります。ビタミン剤やごく一般的な胃腸薬など
は支障はありません。医師が薬の種類だけでなく、献
血者の体調、服薬の目的、症状などを総合的に考慮し
て、献血をできるかどうかの最終的な判断を行います。
外用薬、座薬、点眼・点鼻薬などについても、医師の
判断で献血できない場合があります。

　くわしい内容は、千葉県赤十字血液センターのホー
ムページ（https://www.bs.jrc.or.jp/ktks/chiba/）
で見ることができます。

【千葉県赤十字血液センター】
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一人の一歩が命をつなぐ
献血が持つ力
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